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Arduinoによる Wi-Fi使用の実践例 

 
深見智茂 

静岡大学 技術部 ものづくり・地域貢献支援部門 
 
１．はじめに 
工学部１年生が行う工学基礎実習、創造教育実習では次年度からマイコン基板として Arduino を使う予
定である。そこでArduinoに関して多岐にわたって精通し、なにができるか知る必要がある。よって私は実
習内容とは直接の関係はないが、ArduinoのWi-Fi使用について検討した。そこで私は安価でかつ容易に使
用できるWi-Fi機能つきArduino基板である ESP32を使用した。さらに私が所属するものづくり人材育成
センター創造教育支援部門において、浜松南高校理数科の課題研究を行う機会があり、その課題研究のテ

ーマがArduinoを用いて気象データを取得して、その気象データを、取得した時間とともにWi-Fi通信を使
用してブラウザ上に表示、SDカードに記憶させるものであり、私はそこでArduinoのWi-Fi通信を用いた
プログラム作成に携わることができ、実際に動作を確かめることができた。 
 
２．使用機器の紹介 
図１に課題研究のプログラミング上で使用した機器をブレッドボード上で接続した写真をしめす。それ

らについて紹介する。制御用マイコン・Wi-Fi通信用の機器としてESP32を使用した。ESP32はArduinoの
開発環境において使用できるようにでき Arduino と同様のプログラミングができる。現在の時間を取得す
るためにリアルタイムクロック DS1307 を使用した。気象データを取得するためのセンサとしては温度・
気圧・湿度を同時に測定できるセンサであるBME280を使用した。SDカード接続のためにSDソケットモ
ジュール E336755 を使用した。これらの基本的な使用方法などについては参考文献[1],[3],[4]を参照した。 
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図１ブレッドボード上に作製したESP32を用いた回路 
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３.Arduinoでのプログラミング 
 まず Arduinoはスケッチと呼ばれるプログラムを書き
込むことで動作させることができる（図２）。 
スケッチ内では setup 関数内と loop 関数内の命令が実
行される。電源が入ると setup 関数内の命令が一度だけ
実行される。その後、loop関数内の命令が実行され、こ
れは Arduinoの電源が切れるまで永久に繰り返される。
主に setup 関数内では初期設定や機能の動作開始の命令
が行われ、loop関数内ではマイコンに日常的に行わせた
い命令が行われる。その他のスペースでは、スケッチ全

体で使用する変数やその他の関数の、定義が記入される。 
 
４．課題研究で使用したプログラム 
 課題研究で使用したプログラムはWi-Fi、気象セン
サ、リアルタイムクロック、SDカードを複合させて
動作させるもので、全体としては右図のフローチャー

トのようになる。今回はWi-Fi使用のための箇所、ま
たはその他の機能でも Wi-Fi 使用に影響が大きい所
を中心に説明していく。 

setup関数や loop関数に入る前に、それぞれの機能
のプログラミングを行うためのライブラリをインク

ルードし、変数の定義などを行う。Wi-Fi機能につい
ては、WiFi.hというライブラリをインクルードして、 
サーバーのポート番号やアクセスポイントのSSIDの
名前決めやESP32の IPを設定した(図４)。 

 電源を入れて、最初に行われる setup関数内ではそ
れぞれの機能を使用するための初期設定が行われる。

Wi-FiについてはESP32を任意の SSIDのアクセスポ
イントとして、また任意の IPを持たせ、サーバーと
して動作させる設定を行った(図 5)。 
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図 ３、全体のフローチャート 

図２スケッチの初期画面 

図５、setup関数内でのWi-Fiの設定 

図４、ssidや ipの設定 
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 loop 関数内ではまず気象データと時間データを取得し
て、それを状況によってＳＤカード記憶させるかどうか、

ブラウザ上にデータを表示させるかどうか選択する形に

なっている。ＳＤカードへの気象データ、時間データの

記憶は loop関数内の命令が繰り返される速度が速すぎて
条件をつけなければ記録の間隔が小さくなりすぎてしま

うので、リアルタイムクロックの秒の値が０になるたび、

一度だけ、記憶される設定にした。Wi-Fi設定の一部を右
図に示す（図６）。１行目から６行目までが接続要求の確

認で、７行目以降でブラウザへの出力命令 client.plintln()
が記入されている。この命令を用いてブラウザ上に文字

列と変数を表示させる。接続要求がある場合は、ブラウザ

上に現在の時間データ、気象データなどを表示させ、接続要求がない場合は何もおこなわない。 
 
５．実行結果 

Wi-Fi動作の実行結果を示す。ESP32を起動し、ネットワークを確認すると、プログラム上で決めたSSID
（ESP32-WiFi）の Wi-Fi が飛んでいることが確認できた。その後プログラム上で設定したパスワードを入
力することでESP32と接続することができた（図 7）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
またESP32へ接続した状態で、ブラウザを開いて設定した IPアドレス（192.168.10.2）に接続すると、そ
の要求に応じて、ブラウザ上に測定したデータが表示される。図８にブラウザ上に表示させた時間データ、

気象データを示す。この結果は気象センサを２つ使用して測定をしたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図６、loop関数内でのWi-Fi設定 

図７、ESP32へのWi-Fi接続 

図８、ブラウザ上への現在の時間、気象データの表

示 

設定した IPアドレス 

気象センサの値 

センサ①温度DegC 気圧 hPa湿度％ 

センサ②温度DegC 気圧 hPa湿度％ 
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図９にSDカードにテキストファイルに
記録された時間データ・気象データをしめ

す。のちに気温、気圧、湿度の時間変化を

グラフ化するためデータはCSVで記録し、
データを取得するたびに改行した。データ

は 
年/月/日/時：分：秒,気温,気圧,湿度 
年/月/日/時：分：秒,気温,気圧,湿度 
       ・ 
       ・ 
と並んでいる。  
 
６．まとめ 
 Wi-Fi 機能つきの Arduino 基板である ESP32 をもちいて気象データを、取得した時間とともに Wi-Fi
通信を使用してブラウザ上に表示させると いうかたちでArduinoのWi-Fi 使用を実践し、実際に動作を確
認することができた。Wi-Fi通信は初期設定としてArduinoをアクセスポイントとして動作させる設定やサ
ーバーとして動作させる設定を行い、ESP32への接続要求を日常的に確認することで、実行された。 
今回は、現在のデータをブラウザ上に表示させるだけだったがまたこういう機会があればもう少し工夫

できるように知見を深めたいと思う。 
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図 ９,ＳＤカードに記録された時間データ・気象データ 


